
与謝野町
　京都府北部の丹後半島の付け根にある。平成 18 年 3 月
1 日、加悦町・岩滝町・野田川町の合併により誕生した。
主な産業として、農業、織物業（丹後ちりめん）などがある。
　春は桜、夏は新緑、秋は黄金色の稲穂と紅葉などの彩
りに包まれ、また、冬は多くの水鳥が水辺に集う。四季
を通じて様々な景観を堪能できる地域。
　平成30年9月末現在、総人口21,882人（男性：10,448人、
女性：11,434 人）、世帯数 9,130。
与謝野町HP  
http://www.town-yosano.jp

岩屋区
　加悦谷の北西の隅で、西の兵庫県との境を源流部とす
る岩屋川が中央部を東流する。主要地方道宮津八鹿線 ( 出
石街道 ) が東の幾地へ走り、道路沿いに集落と耕地が連な
る。地名の由来は仙ケ尾にある巨大な奇岩雲岩によると
伝え、雲岩は文珠菩薩の乗ってきた雲が石になったもの
といわれる。
　岩屋区 人口 1,131 人  世帯数 397（国勢調査 2015 年）。

引用）丹後の地名地理・歴史資料集：岩屋 ( いわや）京都  
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岩屋踊り
　江戸中期に始まったとされる踊りで、丹後ち
りめんの生産過程である、糸をよる動作や糸を
巻き取る動作が踊りに取り入れられている。
　丹後の岩屋の地に江戸時代から伝わる岩屋踊
りを継承し古き善き日本の伝統文化を衰退させ
ないように岩屋踊り継承会などによる活動もみ
られる。
岩屋踊り継承会 Facebook 
https://www.facebook.com/ 岩屋踊り継承会

雲岩公園
　「京都百景」「京都の自然 200 選」に選定されている。
公園内は 4 月上旬から約 5000 本のミツバツツジが咲き
誇る名所である。
　公園頂上の雲岩（くもいわ）には、文殊菩薩を警護す
る毘沙門天が乗ってきた「雲」という伝説が残されてい
る。閑寂で、累々とした奇岩で 1つの山をなす。その岩
上に雲岩寺跡がある。
　また、春と秋には地元有志による「ライトアップ」も
行なわれ、幻想的な空間を楽しむことができ、毎年多く
の方が訪れている。
　鎌倉時代を中心に繁栄した寺院跡で、山頂には丹後地
方では最大の「宝篋印塔（ほうきょういんとう）」がある。
現在では山全体が公園となっている。
雲岩創成塾 usj　Facebook
https://www.facebook.com/ungansouseijyuku/
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ばら寿司

　桃の端午の節句といった節目節目のお祝いや、お正月、お
祭り、法事など、人がたくさん集まる日にこしらえる、目に
も鮮やかなばらずし。
　香川県や岡山県など、ばらずしを郷土料理として挙げる地
域はいくつかありますが、サバの身を砂糖や醤油で味付けし、

しっとり感を残す程度に炒めて作る「そぼろ」をちらすのは
このあたりだけ。また、京丹後市のばらずしがごはんや具を
重ねて並べ、木へらで四角く切って取り分ける一方、与謝野
町では、お皿のうえに寿司飯をよそい、そぼろや錦糸卵、椎
茸の煮つけなどを散らしていただきます。ほかにも干瓢や筍、
山菜など、季節や好みに合わせて具材を準備し、楽しめる一
皿です。
　そぼろを作る際、臭みと油を抜くために、市販のサバ缶を
さっと湯引き、軽く絞って使います。おすすめは「焼きサバ」
を使うこと。焼きサバは、串に刺したサバを網にのせて焼い
た保存食で、余分な水分と油が抜けているため、いい塩梅の
そぼろができるんだとか。
 今のように交通網や電化製品が発達していなかった頃、海
から離れた地域の人々は新鮮なサバを手に入れるのも、その
鮮度を保つのも難しかったために生まれたそうです。

与謝野町町勢要覧より






